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（
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相
続
財
産
の
分
与
の
決
定

足
立
　
文
美
恵

一
　
は
じ
め
に

　
特
別
縁
故
者
制
度
と
は
、
相
続
人
が
不
存
在
の
場
合
、
家
庭
裁
判
所

が
、
一
定
の
者
に
対
し
て
相
続
財
産
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
与
え
る
こ

と
の
で
き
る
制
度
で
あ
る
（
民
法
九
五
八
条
の
三
）
。
特
別
縁
故
者
の

範
囲
お
よ
び
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
の
程
度
の
決
定
は
、
家
庭
裁
判
所

の
裁
量
の
決
定
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。

　
大
阪
高
裁
平
成
二
〇
年
一
〇
月
二
四
日
決
定
（
家
月
六
一
巻
六
号

九
九
頁
）
は
、
二
人
の
申
立
人
に
つ
い
て
原
審
判
と
同
様
に
、
特
別
縁

故
者
と
し
て
認
定
し
た
が
、
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
程
度
に
つ
い
て
原

審
判
の
内
容
を
変
更
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
決
定
が
ど
の
よ
う
な
算
定

方
法
で
ま
た
は
何
を
考
慮
し
て
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
程
度
を
決
定
し

た
の
か
に
つ
い
て
、
本
決
定
及
び
過
去
の
審
判
例
等
か
ら
検
討
し
た

い
。二
　
大
阪
高
裁
平
成
二
〇
年
「
O
月
二
四
日
決
定

（
1
）
事
実
の
概
要

　
被
相
続
人
が
平
成
一
九
年
に
死
亡
し
た
（
九
七
歳
）
と
こ
ろ
、
相
続

人
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
、
B
の
申
立
て
に
よ
っ
て
相
続
財
産
管

理
人
が
選
任
さ
れ
、
相
続
人
捜
索
の
公
告
が
さ
れ
た
が
、
期
間
内
に
そ

の
権
利
を
主
張
す
る
者
は
な
か
っ
た
。
被
相
続
人
の
相
続
財
産
は
、
相

続
財
産
管
理
人
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
貯
金
六
二
八
三
万
円
余
り

及
び
動
産
類
目
録
記
載
の
宝
石
類
等
（
以
下
「
本
件
遺
産
動
産
」
と
い

う
）
で
あ
っ
た
。
被
相
続
人
の
父
の
妹
の
孫
と
な
る
A
お
よ
び
A
の
夫

と
な
る
B
は
、
平
成
二
〇
年
に
そ
れ
ぞ
れ
被
相
続
人
と
特
別
の
縁
故
が

あ
っ
た
と
し
て
、
相
続
財
産
の
分
与
を
求
め
た
。

　
原
審
は
、
A
お
よ
び
B
と
被
相
続
人
の
関
係
に
つ
い
て
、
被
相
続
人

が
八
九
歳
の
高
齢
に
達
し
て
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
ま
で
は
通
常
の

親
族
関
係
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
老
人
ホ
ー
ム

入
所
後
は
、
被
相
続
人
の
療
養
看
護
、
財
産
管
理
及
び
死
後
の
法
要
等

に
尽
力
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
い
ず
れ
も
特
別
縁
故

者
に
当
た
る
と
し
た
上
、
特
別
縁
故
の
性
質
、
内
容
、
程
度
、
葬
儀
法

要
等
の
た
め
負
担
し
た
費
用
の
額
、
相
続
財
産
の
種
類
及
び
金
額
そ
の

他
一
切
の
事
情
を
考
慮
し
て
相
続
財
産
か
ら
A
に
対
し
て
金
三
〇
〇
万

円
及
び
本
件
遺
産
動
産
、
B
に
対
し
て
は
金
三
〇
〇
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ

分
与
し
た
。
A
お
よ
び
B
は
、
原
審
判
を
取
消
し
て
、
A
お
よ
び
B
の

両
名
に
対
し
て
相
続
財
産
全
部
の
分
与
を
求
め
て
抗
告
を
申
し
立
て

た
。（
2
）
大
阪
高
裁
決
定

　
大
阪
高
裁
は
、
A
及
び
B
と
被
相
続
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
「
特

別
縁
故
者
に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
し
た

上
、
A
お
よ
び
B
に
対
す
る
分
与
額
に
つ
い
て
は
、
「
…
A
及
び
B
と

被
相
続
人
の
特
別
の
縁
故
関
係
、
相
続
財
産
管
理
人
保
管
に
係
る
相
続
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財
産
が
、
本
件
遺
産
動
産
の
ほ
か
貯
金
約
六
二
八
三
万
円
で
あ
る
こ

と
、
そ
の
他
、
本
件
に
表
れ
た
一
切
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
…
被
相

続
人
の
相
続
財
産
か
ら
A
に
対
し
本
件
遺
産
動
産
及
び
金
五
〇
〇
万
円

を
、
B
に
対
し
金
五
〇
〇
万
円
を
、
そ
れ
ぞ
れ
分
与
す
る
の
が
相
当
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
被
相
続
人
が
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
ま

で
の
A
及
び
B
と
被
相
続
人
と
の
関
係
は
、
…
相
当
で
あ
る
け
れ
ど

も
、
特
別
縁
故
と
み
る
に
至
ら
な
い
点
…
」
、
「
A
及
び
B
の
療
養
看
護

上
及
び
財
産
管
理
上
の
貢
献
並
び
に
被
相
続
人
死
後
の
供
養
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
を
十
分
掛
酌
し
た
上
で
、
上
記
の
と
お
り
分
与
額
を
定
め

る
の
が
相
当
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
を
更
に
増
額
す
べ
き
事
情
が

あ
る
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
、
原
審
判
を
変
更
し
、
被
相

続
人
の
相
続
財
産
の
う
ち
か
ら
、
A
に
対
し
て
金
五
〇
〇
万
円
お
よ
び

相
続
財
産
管
理
人
保
管
に
係
る
本
件
遺
産
動
産
を
、
B
に
対
し
て
金

五
〇
〇
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
分
与
し
た
。

三
　
相
続
財
産
分
与
額
の
決
定

　
同
決
定
は
、
特
別
縁
故
者
で
あ
る
A
お
よ
び
B
に
対
し
て
三
〇
〇
万

円
余
り
を
分
与
し
た
原
審
判
を
変
更
し
、
A
お
よ
び
B
に
対
し
て

五
〇
〇
万
円
余
り
を
分
与
す
る
と
し
て
い
る
が
、
同
決
定
が
分
与
額
を

決
定
す
る
際
に
考
慮
さ
れ
た
事
由
は
、
原
審
で
考
慮
さ
れ
た
事
由
と
あ

ま
り
違
い
が
な
い
。
た
だ
し
、
同
決
定
は
、
原
審
に
お
い
て
特
別
縁
故

者
の
認
定
に
は
考
慮
さ
れ
な
が
ら
も
分
与
額
の
決
定
に
は
考
慮
さ
れ
な

か
っ
た
「
A
及
び
B
の
療
養
看
護
上
及
び
財
産
管
理
上
の
貢
献
並
び
に

被
相
続
人
死
後
の
供
養
」
に
つ
い
て
考
慮
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
事
由

を
考
慮
す
る
こ
と
で
分
与
額
が
増
額
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
仮
に
こ

れ
ら
の
事
由
が
考
慮
さ
れ
て
、
同
決
定
の
分
与
額
が
決
定
さ
れ
た
と
し

て
も
、
こ
れ
ら
の
事
由
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
方
法

で
二
〇
〇
万
円
の
増
額
を
算
定
し
た
の
か
、
又
、
原
審
及
び
同
決
定
が

ど
の
よ
う
な
基
準
で
各
分
与
額
を
算
定
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
同
決
定

に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
1
）
分
与
の
相
当
性

　
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
の
程
度
の
決
定
に
は
、
「
分
与
の
相
当
性
」

が
重
要
に
な
る
。
申
立
人
が
特
別
縁
故
者
と
し
て
相
続
財
産
を
分
与
さ

れ
る
に
は
、
申
立
人
が
家
庭
裁
判
所
に
よ
り
、
特
別
縁
故
者
と
し
て
認

定
さ
れ
た
後
、
家
庭
裁
判
所
が
特
別
縁
故
者
に
対
し
て
相
続
財
産
の
分

与
が
相
当
で
あ
る
か
否
か
を
審
判
し
、
相
当
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
相
当
性
が
あ
る
と
さ
れ
た
場
合
、

相
続
財
産
が
分
与
さ
れ
る
が
、
相
当
性
が
な
い
と
さ
れ
た
場
合
に
は
、

相
続
財
産
の
分
与
が
否
定
さ
れ
る
。
相
当
性
の
判
断
に
よ
り
、
相
続
財

産
を
分
与
す
る
か
否
か
の
決
定
だ
け
で
な
く
、
相
続
財
産
の
分
与
が
認

め
ら
れ
る
場
合
、
一
部
分
与
か
全
部
分
与
か
の
決
定
も
な
さ
れ
る
。

　
相
当
性
の
判
断
は
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
が
、

「
縁
故
関
係
の
内
容
、
厚
薄
、
程
度
、
特
別
縁
故
者
の
性
別
、
年
齢
、

職
業
、
教
育
程
度
、
残
存
す
べ
き
相
続
財
産
の
種
類
、
数
額
、
状
況
、

所
在
そ
の
他
一
切
の
事
情
を
調
査
し
、
こ
れ
を
参
酌
し
て
決
め
ら
れ

る
」
（
加
藤
令
造
編
『
家
事
審
判
法
講
座
第
二
巻
相
続
関
係
』
（
判
例
タ
イ
ム

ズ
社
、
一
九
六
五
年
）
二
一
二
頁
（
岡
垣
学
）
）
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
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な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
事
由
の
う
ち
、
全
部
又
は
一
部
分
与
の
決
定
基
準

が
何
か
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
）
裁
判
例
に
お
け
る
相
当
性

　
公
表
さ
れ
て
い
る
裁
判
例
は
、
申
立
人
を
特
別
縁
故
者
と
し
て
認
定

し
た
場
合
、
相
続
財
産
の
分
与
を
認
め
て
い
る
（
特
別
縁
故
者
と
し
な

が
ら
も
分
与
を
否
定
し
た
裁
判
例
も
あ
る
（
久
貫
忠
彦
『
判
例
特
別
縁
故

者
法
』
（
有
斐
閣
、
一
九
七
七
年
）
一
五
〇
頁
）
）
。
こ
れ
ら
の
裁
判
例
で

は
、
一
人
に
相
続
財
産
の
全
て
を
分
与
す
る
場
合
と
、
相
続
財
産
の
一

部
を
複
数
又
は
一
人
に
分
与
す
る
場
合
と
に
大
別
で
き
る
。

（
i
）
相
続
財
産
の
全
部
分
与
の
場
合

　
相
続
財
産
の
全
部
が
一
人
に
分
与
さ
れ
た
裁
判
例
で
は
、
何
を
基
準

と
し
て
相
続
財
産
の
全
部
を
一
人
に
分
与
す
る
決
定
を
し
た
の
か
を
明

確
に
し
な
い
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
相
続
財
産
の

全
部
が
分
与
さ
れ
た
特
別
縁
故
者
は
、
内
縁
の
妻
（
名
古
屋
家
裁
平
成

六
年
三
月
二
五
日
審
判
、
大
阪
家
裁
昭
和
五
二
年
八
月
一
二
日
審
判
な

ど
）
、
事
実
上
の
養
子
（
大
阪
家
裁
昭
和
四
〇
年
一
一
月
二
七
日
審

判
、
大
阪
家
裁
昭
和
四
〇
年
三
月
一
一
日
審
判
な
ど
）
で
あ
る
こ
と
が

多
く
、
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
は
不
動
産
で
あ
り
、
特
別
縁
故
者
が
そ

の
不
動
産
を
管
理
・
占
有
し
て
い
る
傾
向
が
あ
っ
た
（
大
阪
家
裁
昭
和

五
六
年
四
月
一
〇
日
審
判
、
大
阪
家
裁
昭
和
四
九
年
三
月
二
六
日
審
判

な
ど
）
。

（
H
）
一
部
分
与
の
場
合

　
相
続
財
産
の
一
部
が
分
与
さ
れ
た
裁
判
例
は
、
①
一
人
の
特
別
縁
故

者
に
対
し
て
一
部
の
相
続
財
産
の
み
分
与
す
る
場
合
、
②
複
数
の
特
別

縁
故
者
に
対
し
て
相
続
財
産
の
す
べ
て
を
分
与
す
る
場
合
、
③
複
数
の

特
別
縁
故
者
に
対
し
て
相
続
財
産
の
一
部
を
分
与
す
る
場
合
に
分
け
ら

れ
る
。

　
①
の
場
合
に
お
い
て
、
分
与
す
る
相
続
財
産
の
程
度
を
決
定
す
る
た

め
に
考
慮
し
た
事
由
ま
た
は
そ
の
額
を
算
定
す
る
方
法
を
明
ら
か
に
し

た
裁
判
例
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し
た
裁
判
例
で
は
、
相
続

財
産
の
分
与
額
に
つ
い
て
、
生
前
の
被
相
続
人
の
遺
志
（
鳥
取
家
裁
平

成
二
〇
年
一
〇
月
二
〇
日
審
判
）
、
分
与
さ
れ
る
財
産
の
具
体
的
な
使

用
内
容
（
東
京
家
裁
昭
和
四
〇
年
八
月
一
二
日
審
判
）
、
縁
故
の
程
度

（
東
京
家
裁
昭
和
六
〇
年
一
一
月
一
九
日
審
判
）
な
ど
が
考
慮
さ
れ
て

い
た
。
②
の
場
合
に
お
い
て
、
①
と
同
様
に
、
分
与
す
る
相
続
財
産
の

程
度
を
決
定
す
る
た
め
に
考
慮
し
た
事
由
ま
た
は
そ
の
額
を
算
定
す
る

方
法
を
明
ら
か
に
し
た
裁
判
例
は
少
な
い
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し
た

裁
判
例
で
は
、
縁
故
の
濃
淡
に
よ
り
相
続
財
産
を
割
合
で
分
割
し
た
も

の
（
広
島
高
裁
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
決
定
）
、
分
与
さ
れ
た
財
産

の
具
体
的
な
使
用
内
容
を
考
慮
し
て
相
続
財
産
を
分
割
し
た
も
の
（
名

古
屋
家
裁
昭
和
四
八
年
二
月
二
四
日
審
判
）
な
ど
、
分
与
さ
れ
る
相
続

財
産
の
算
定
方
法
が
示
さ
れ
て
い
た
。
③
の
場
合
に
お
い
て
は
、
大
阪

高
裁
平
成
二
〇
年
決
定
と
同
様
に
、
諸
事
情
を
考
慮
し
て
相
続
財
産
を

複
数
に
分
与
す
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
大
阪
高
裁
平
成
二
〇
年
決
定
は
、
二
人
の
特
別
縁
故
者
に
対
し
て
相
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続
財
産
を
そ
れ
ぞ
れ
に
分
与
し
て
い
る
が
、
そ
の
分
与
額
を
定
め
る
に

当
た
っ
て
何
に
基
づ
い
て
そ
の
金
額
を
算
定
し
て
い
る
の
か
明
ら
か
に

し
て
い
な
い
。
同
決
定
の
分
与
額
は
、
原
審
判
を
変
更
し
た
も
の
で
あ

る
。
原
審
判
と
異
な
り
、
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
前
の
関
係
が
特
別

縁
故
の
も
の
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
申
立
人
に
よ
る
療
養
看
護
、
財
産

管
理
、
死
後
の
法
要
と
い
う
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
分
与
額
を
算
定
し
た
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は

難
し
い
。

　
特
別
縁
故
者
に
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
の
程
度
の
決
定
に
は
、
相
当

性
の
判
断
が
重
要
と
な
る
。
一
般
に
、
相
当
性
の
判
断
に
は
複
数
の
事

由
が
考
慮
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
事
由
を
用
い
て
分
与
さ
れ
る
相
続
財

産
の
程
度
を
決
定
す
る
方
法
は
裁
判
上
に
お
い
て
も
、
学
説
に
お
い
て

も
、
示
さ
れ
て
い
な
い
。
過
去
の
裁
判
例
に
お
い
て
は
、
分
与
さ
れ
る

相
続
財
産
の
程
度
の
決
定
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
算
定
方
法
ま
た
は
考

慮
事
由
を
示
す
も
の
は
少
な
い
が
、
縁
故
の
濃
淡
の
割
合
に
よ
り
相
続

財
産
を
分
割
し
た
も
の
、
生
前
の
被
相
続
人
の
遺
志
を
考
慮
し
た
も

の
、
分
与
さ
れ
る
財
産
の
具
体
的
な
使
用
内
容
か
ら
分
与
し
た
も
の
な

ど
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
裁
判
例
を
参
考
に
し
て
も
、

大
阪
高
裁
平
成
二
〇
年
決
定
の
分
与
額
が
ど
の
よ
う
に
算
定
さ
れ
た
の

か
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

　
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
の
程
度
の
決
定
は
、
家
庭
裁
判
所
の
裁
量
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
分
与
の
程
度
を
明
確
な
算
定
基
準
に
よ
り
決
定
す

れ
ば
、
同
決
定
の
よ
う
な
分
与
額
の
決
定
に
対
す
る
不
明
確
さ
は
な
く

な
る
が
、
個
々
の
具
体
的
な
事
情
に
応
じ
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。
し

か
し
、
同
決
定
の
よ
う
に
、
各
ケ
ー
ス
の
各
事
情
に
対
応
す
る
た
め

に
、
不
明
確
な
決
定
基
準
に
よ
り
、
分
与
さ
れ
る
相
続
財
産
の
程
度
を

決
定
す
れ
ば
、
当
事
者
に
不
満
を
生
じ
さ
せ
る
は
ず
で
あ
る
。
同
決
定

で
の
特
別
縁
故
者
は
二
人
で
あ
り
、
金
額
的
に
ほ
ぼ
同
額
で
あ
っ
た

が
、
例
え
ば
一
〇
名
近
い
特
別
縁
故
者
が
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
違
う
分

与
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
各
特
別
縁
故
者
と
さ
れ
た
者
に
不
衡
平
さ

や
不
満
を
抱
か
せ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
よ
り
明
確
な
分
与
さ
れ
る
相

続
財
産
の
程
度
の
決
定
方
法
を
見
出
す
こ
と
は
、
特
別
縁
故
者
制
度
を

よ
り
衡
平
な
制
度
に
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
特
別
縁
故
者
に
対

す
る
相
続
財
産
の
分
与
の
制
度
が
新
設
さ
れ
て
か
ら
半
世
紀
近
く
経

つ
。
過
去
の
裁
判
例
、
相
続
法
、
財
産
法
な
ど
を
視
野
に
入
れ
、
分
与

さ
れ
る
相
続
財
産
の
程
度
を
決
定
す
る
方
法
を
現
在
よ
り
も
明
確
に
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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